庁舎整備と再生可能エネルギー導入に関する町民アンケート


■本アンケートは、以下の背景・目的を踏まえて実施します
余市町は、「再生可能エネルギービジョン」「地球温暖化対策実行計画」に基づき、再生可能エネルギー導入と地域産業の活性化、公共施設を含む町の事務・事業で環境負荷低減と脱炭素化に取り組んでいます。
また、現在の役場庁舎は、建設から53年が経過しており、老朽化が進んでいることから、今後の役場庁舎の在り方について検討するために現状や課題を整理しており、再生可能エネルギーの導入や庁舎整備の方向性について町民の皆さまのご意見を伺い、計画づくりに反映したいと考えています。ご協力をお願いいたします。


[image: ]回答提出方法：回答を記入した本調査票を役場庁舎（1Fロビー）・中央公民館・福祉センター・図書館に設置された回収箱に投函するか、右の二次元バーコードよりWEB回答してください。
回答期限：令和8年1月31日（土）
本アンケートに関するお問い合わせ　余市町役場総合政策部政策推進課
TEL：0135-21-2117　　Mail：s.suisin@town.yoichi.hokkaido.jp

１　回答者について　※以下該当する選択肢に〇、「その他」の場合具体的にご記入ください
	1-1性別
	①男性　②女性　③回答しない

	1-2年齢
	①10代　②20代　③30代　④40代　⑤50代　⑥60代　⑦70代以上

	1-3状況（複数選択可）
	①高齢者世帯（65歳以上）　②障がいのある方　③子育て世帯　④該当なし

	1-4居住地
	〔記入例：黒川町○○丁目〕　　　　　　　　町



２　役場庁舎の利用状況と現状認識
	2-1　役場庁舎を利用する頻度

	①月1回以上　②年数回　③ほとんど利用しない　④利用したことがない→設問2-3へ

	2-2　現在の役場庁舎で気になる点（複数回答可）

	①建物の老朽化　②バリアフリー対応（段差、トイレ、エレベーターがないなど）　③夏の暑さ・冬の寒さ
④窓口がわかりにくい　⑤駐車場不足　⑥待合スペースの狭さ　⑦住民参加・協働スペースの不足
⑧ICT環境（Wi-Fi、電源など）が不十分　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	2-3　現在の役場庁舎に関して改善してほしい点や要望（自由記述）

	




３　新庁舎への再生可能エネルギー・省エネルギー機能導入について
	3-1　新庁舎に再エネ・省エネ機能を導入することについて、どのように考えますか（1つ選択）

	①積極的に導入　②可能な範囲で導入　③費用がかかるため慎重に検討　④特に必要ない　⑤わからない

	3-2　導入が望ましいと考える設備（複数回答可）

	①太陽光発電（屋上・壁面・カーポート等）　②非常時に活用できる蓄電池　③断熱性能の高い外壁・窓
④地中熱利用などの高効率空調システム　⑤バイオマス発電　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	3-3　再エネ・省エネ導入の目的として重視するもの（複数回答可）

	①災害時の電力確保　②CO₂削減　③光熱費削減　④環境教育や意識啓発　⑤その他（　　　　　　　　）

	3-4　再エネ・省エネ導入に関して不安や懸念があればご記入ください（自由記述）

	




４　新庁舎整備の方向性
	4-1　新庁舎において、最も重視したい方針（1つ選択）

	①すべての人が利用しやすい庁舎（窓口の集中化、ユニバーサルデザインなど）
②環境にやさしく経済的な庁舎（再エネ・省エネ導入、維持費削減など）
③町民の参加と協働を支える庁舎（多目的ホール、休憩・交流スペースなど）
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	4-2　その理由（自由記述）

	



	4-3　新庁舎に求める具体的な要素（複数回答可）

	①わかりやすい窓口動線　②ユニバーサルデザイン　③防災拠点機能の強化　④省エネ・環境配慮　⑤住民交流・休憩スペースの充実　⑥プライバシーに配慮した相談環境　⑦来庁者対応のDX化（書かない窓口など）　⑧来庁不要のオンライン手続き・デジタルサービスの充実　⑨その他（　　　　　　　　　　　　）

	4-4　庁舎整備や公共施設整備に関するその他の意見（自由記述）

	





５　財政・費用の考え方
	5-1　庁舎整備にあたり、町としては持続可能で健全な財政運営の観点から費用や将来負担についても考慮する必要があると考えております。あなたの考えに近いものはどれですか（1つ選択）

	①費用が掛かっても最新鋭・高性能な庁舎にすべき　②費用を抑えつつ、行政規模に合った庁舎にすべき
③その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	5-2　庁舎整備に費用がかかることへの考え方（1つ選択）

	①将来のため必要な投資と考える　②必要だが、できる限り費用を抑えるべき　③財政負担が大きいので慎重にすべき　④わからない

	5-3　費用対効果を判断する上で特に重視すべき要素（複数回答可）

	①初期導入費用（建設費など）　②維持管理費（メンテナンス、更新費など）　③電気代などのコスト削減効果　④CO₂削減や環境面での効果　⑤災害時の安全性確保・機能維持　⑥地域産業との連携・地域経済への波及効果　⑦設備の耐用年数・信頼性・安定性　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	5-4　財政や費用対効果に関するご意見（自由記述）

	





６　その他の意見
	6-1　その他の意見（自由記述）

	





アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。
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